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萩まちあるきマップ

このマップは萩まちじゅう博物館の各エリアのおたからを紹介する
マップとしてシリーズで発行しています。詳しくは萩データベース
でチェック!! machihaku.city.hagi.lg.jp/db/

施設のご案内

平成28年度文化庁文化芸術振興費補助金
（文化遺産を活かした地域活性化事業）
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三見お宝実行委員会
萩まちじゅう博物館文化遺産活用事業実行委員会

H29.3 現在

新鮮で、安心・安全な野菜や果物、海産物
の加工食品などの食材が豊富です。北長門
海岸国定公園の絶景が眺望できるレストラ
ンで、海・里の幸を提供します。
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として美祢郡に属していました。平成 3年
（1991）、美祢郡美東町（現在美祢市）の長登

ながのぼり

銅山
どうざん

遺跡で出土した天平
3年（731）の木簡に「佐美郷」の名があり、当時三見が美祢郡下の一
郷であったことが明らかになりました。
また、壇の浦の戦いで敗れた平家の武将、三位

さんみ

中将
ちゅうじょう

平重
たいらのしげ

衡
ひら

が安徳天
皇を守って船で逃れて坂井浜に上陸したという故事があり、武将の位、
三位（さんみ）に因んで三見と呼ぶようになったともいわれています。

シーボルトコギセル
シーボルトが発見した巻貝

で、形がキセル（煙管）に似て
いることから、この名が付けら
れました。三田八幡宮の樹木な
どに生息しています。

三田
み た

八幡宮
はちまんぐう

の保存樹木
三田八幡宮の宮木とし

て大切に保護されてきた、
３種類の樹木があり、幹
周りはムクノキ1本5.5ｍ、
カゴノキ1本2.5ｍ、ナギ
ノキ３本1.8～2.3ｍです。
（萩市指定保存樹木）

神楽舞
秋の収穫を終えると、八幡宮と各地区の鎮守社では、収穫の感謝祭が行わ

れ、五穀豊穣を祈る神楽舞も奉納されてきました。現在も手水川地区（11月）
と床並地区（12月）で続いています。

三見の盆踊りエーサ節
エーサ節は、三見地区に200年以上も古くから伝わっている盆踊りの唄

です。昭和56年（1981）、各地区の盆踊りを三見全体で統一し、毎年８月16
日に三見盆踊り大会として小中学校運動場を会場として踊り継がれています。

住　所：山口県萩市三見1028-2　　　　　ＴＥＬ：0838-27-0041
時　間：9:00～17:00　※レストラン　鯖島食堂　11:00～15:00　　　　　
定休日：年末年始

赤間関街道の宿駅として発展した三見市

道の駅さんさん三見

三見の情報はここで入手できます。正面に
ある陶壁画が目印です。三見の発展を願い
制作。作者は萩焼作家、坂達雄さん（後の
第12代坂高麗

さかこうらい

左衛
ざ え

門
もん

）です。
住　所：山口県萩市三見2393
ＴＥＬ：0838-27-0004　　
時　間：8:30～17:15
※土日も図書室とトイレの利用が出来ます。窓口対応は平日のみです。

三見公民館

時　間／ご希望の時間にご案内します。
申　込／三見公民館へ電話でお申込みください。

電話0838-27-0004（月～金：17時まで）

三位
さんみ

ふるさと史の会

三見　季節暦

ガイドのご案内
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5 年（1665）に赤間関街道の宿駅に取り立てられ、萩城下に近い宿駅の
ひとつとして人や馬を取り継ぎ、宿や食糧を提供していました。現在も旧街道に沿って
軒を連ねる家々が建ち、高札場や目代所の跡、薬問屋を営んだ家などが残されています。

三見は萩市の西端に位置します。三見の中央は沖積層平野で、そ
の三方は山々に囲まれて、北面の海岸線は日本海に広がる半農半漁
の自然豊かな地域です。
三見が開けるのは江戸時代で、萩城下町から赤間関（下関）へ通

ずる赤間関街道北浦道筋沿いに発展した宿駅三見市が発端です。
現在も、当時の町並み、目代所（駅）跡、御高札場跡、元薬問屋

など往時の史跡のおたからが残っています。
一方、中央に流れる三見川をさかのぼれば、三田八幡宮の巨木、

珍種の陸貝、公民館の萩焼陶壁画、吉広のバクチノキ、床並の三見
橋（眼鏡橋）など多様なおたからと出会うことができます。
東西を横切る赤間関街道沿いと、南北に流れる三見川沿いに点在

する自然、歴史、文化の佇まいを感じながら散策してみませんか。

三見の由来 三見の自然
長
登
銅
山
出
土
の
木
簡

（
美
祢
市
長
登
銅
山
文
化
交
流
館
提
供
）

吉広
よしひろ

のバクチノキ
バクチノキとしては県内最

大の大樹
たいじゅ

で、木の成長とともに
樹
じゅ

皮
ひ

が剥がれ黄褐色になり、こ
れを、博打の敗者が身ぐるみ剥
がされる様子になぞらえてこ
の名がついたといわれていま
す。（山口県指定天然記念物）

三見の伝統芸能

鶏闘楽
けいとうがく

江戸時代から引き継がれている腰
こし

輪
わ

念仏
ねんぶつ

踊
おどり

（現在、鶏闘楽）が秋季祭に奉
納されていました。名前は踊りと衣装の形に由来しています。金峯神社

きんぽうじんじゃ

で
は平成22年（2010）を最後に中断しています。

地下上申絵図　山口県文書館蔵

※食の時期はおおよその旬を表しています。
（旬は三見お宝実行委員会調べ）
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